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経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
公
開
講
座
「
変
貌
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
の
行
方
」

（
全
６
回
）
が
５
月
２８
日
か

ら
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。

第
１
回
は
、
小
島
直
教
授

が
「
現
代
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
勢
力
図
｜
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
行
方
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
、
１
５
０
人
が
参
加
し

た
。ア

メ
リ
カ
を
�
震
源
地
�

と
す
る
金
融
危
機
を
契
機
に

世
界
経
済
の
勢
力
図
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
講
演
で
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流

れ
を
概
観
し
、
低
迷
す
る
先

進
国
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ

ア
、
イ
ン
ド

中
国
（
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
ｓ
）
な

ど
成
長
を
遂

げ
る
新
興
国

・
発
展
途
上

国
の
現
状
や

問
題
点
を
比
較
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
解
決
策
を
探
っ
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
市
場
経
済
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
に
つ
い
て
の
活
発
な
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

５３
回
目
の
「
育
友
会
支
部
懇
談
会
」

が
７
月
か
ら
全
国
で
開
催
さ
れ
る
。
今

夏
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
の
８
会
場
と
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
２
会
場
は
、「
修
学
支
援
相
談
会
」

と
し
て
開
か
れ
、あ
わ
せ
て
６７
支
部（
６４

会
場
）
で
の
開
催
と
な
る
（
詳
細
は
「
支

部
懇
談
会
・
修
学
支
援
相
談
会
ガ
イ
ド

２
０
１
１
」
に
掲
載
）。

早
川
和
仁
育
友
会
長
は
岩
手
、
宮

城
、
福
島
（
中
通
り
・
浜
通
り
・
会

津
）
、
秋
田
、
東
京
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
合

同
）、
神
奈
川
（
東
・
西
合
同
）、
静
岡

（
東
部
）、
愛
知
（
名
古
屋
）、
佐
賀
、

長
崎
の
各
会
場
に
。
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
は

宮

城
、
東
京
（
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ

合

同
）
会
場
に
出
席
す
る
ほ
か
、
教
職
員

が
各
会
場
で
学
生
生
活
、
就
職
な
ど
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
個
人
・
グ

ル
ー
プ
面
談
を
通
し
、
ご
父
母
・
保
護

者
の
大
学
生
活
へ
の
理
解
の
促
進
と
不

安
の
解
消
に
努
め
る
。
所
属
支
部
以
外

の
地
域
で
の
出
席
も
可
能
。

※
問
い
合
わ
せ
∥
育
友
会
事
務
局
☎

０３
（
３
２
６
５
）
６
２
９
９

▲ 「現代グローバル経済

の勢力図」をテーマに

講演する小島教授

戦
後
間
も
な
い
福
岡
市
で

２
人
が
射
殺
さ
れ
た
「
福
岡

事
件
」
で
、
冤
罪
が
叫
ば
れ

な
が
ら
処
刑
さ
れ
た
元
死
刑

囚
ら
の
再
審
請
求
運
動
が
始

ま
っ
て
５０
年
。

６
次
に
わ
た
る
請
求
は
す

べ
て
棄
却
さ
れ
、
再
審
の
扉

は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
が
、
各

地
で
支
援
活
動
が
広
が
っ
て

い
る
。

６
月
１９
日
に
は
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
今
村
法
律
研
究
室

（
家
永
登
室
長
）
と
生
命
山

シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
寺
（
古
川

龍
樹
代
表
）
の
主
催
に
よ
る

「
冤
罪
・
福
岡
事
件
真
相
究

明
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
か

れ
、
５０
人
が
参
加
し
た
。

無
実
を
訴
え
続
け
た
元
死

刑
囚
・
西
武
雄
さ
ん
の
日
記

の
朗
読
、
横
笛
演
奏
、
記
録

映
画
の
上
映
、
古
川
さ
ん
、

矢
澤
曻
治
法
学
部
教
授
ら
の

講
演
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

も
活
発
な
発
言
が
あ
っ
た
。

古
川
さ
ん
の
父
・
古
川
泰

き
ょ
う

か
い

し

龍
さ
ん
は
教

誨
師
と
し
て

西
さ
ん
と
出
会
い
、
冤
罪
を

確
信
。
事
件
を
調
べ
、
原
稿

用
紙
２
０
０
０
枚
の
真
相
究

明
書
を
書
き
上
げ
法
相
に
提

出
し
た
。

妻
・
美
智
子
さ
ん
と
と
も

に
私
財
を
投
げ
打
っ
て
全
国

た
く
は
つ

を
托
鉢
し
て
回
り
、
冤
罪
を

訴
え
た
が
２
人
と
も
亡
く
な

り
、
運
動
は
龍
樹
さ
ん
に
引

き
継
が
れ
た
。

第
１４
回
自
然
科
学
研
究
所

の
公
開
講
演
会
（
多
摩
区
・

３
大
学
連
携
協
議
会
後
援
）

が
７
月
２
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
１
９
０

人
が
聴
講
し
た
。
今
回
は「
脳

・
こ
こ
ろ
・
言
葉
」
を
テ
ー

マ
に
、
脳
の
役
割
や
、
脳
が

言
語
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ

た
。西

孝
子
商
学
部
教
授
は
、

「
脳
を
知
る
…
脳
科
学
へ
の

い
ざ
な
い
」
と
題
し
て
講

演
。
脊
椎
動
物
の
脳
は
基
本

的
に
共
通
の
構
造
を
持
つ

が
、
魚
類
や
爬
虫
類
に
は
知

性
を
つ
か
さ
ど
る
「
大
脳
新

皮
質
」
は
存
在
せ
ず
、
記
憶

や
好
き
嫌
い
に
関
係
す
る

「
大
脳
辺
縁
系
」
も
わ
ず
か

し
か
な
い
。「
生
命
維
持
は
、

呼
吸
や
血
液
循
環
な
ど
の
機

能
を
制
御
す
る
『
脳
幹
』
が

あ
れ
ば
可
能
で
、
人
間
の
脳

に
あ
る
発
達
し
た
大
脳
新
皮

質
は
存
在
の
意
味
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
」
と
語
り
、
大
脳

新
皮
質
が
担
う
知
性
は
、
欲

求
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
機

能
す
る
と
考
え
ら

れ
、
人
間
の
欲
求
を

５
段
階
で
理
論
化
し

た
「
マ
ズ
ロ
ー
の
欲

求
段
階
説
」を
紹
介
。

「
人
間
の
欲
求
は
低

次
な
も
の
ほ
ど
強

く
、
高
次
な
も
の
ほ

ど
達
成
の
喜
び
は
大

き
い
」と
解
説
し
た
。

東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
の

酒
井
邦
嘉
准
教
授
は
、
「
人

間
の
言
語
の
科
学
的
基
礎
」

に
つ
い
て
講
演
∥
写
真
。

ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者
チ

ョ
ム
ス
キ
ー
の
生
成
文
法
理

論
を
紹
介
し
、
人
間
の
言
語

は
本
能
的
、
普
遍
的
な
も
の

で
あ
る
と
解
説
。
脳
が
言
語

を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

研
究
、
「
文
法
中
枢
」
を
発

見
し
た
同
准
教
授
は
、
「
脳

の
言
語
野
を
細
か
く
調
べ
、

文
法
、
単
語
、
音
韻
、
読
解

を
ど
の
部
分
が
担
っ
て
い
る

か
が
分
か
れ
ば
、
言
語
障
害

の
治
療
法
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
講
演
し
た
。

公
開
講
座
「
市
民
の
た
め
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
入

門
」

▽
日
時
∥
７
月
３０
日
（
土
）

１４
時
～
▽
会
場
∥
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１
０
１
０
１
教
室

▽
特
別
講
演
∥
「
知
的
障
害

者
に
導
か
れ
た
経
営
か
ら
地

域
社
会
発
展
へ
の
提
言
」
大

山
泰
弘
・
日
本
理
化
学
工
業

㈱
会
長
▽
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
修
了
生
に
よ
る
取
り
組
み

・
真
野
毅
兵
庫
県
豊
岡
市
副

市
長
ほ
か
講
演
▽
Ｋ
Ｓ
（
川

崎
・
専
修
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
募

集
説
明
会

※
問
い
合
わ
せ
∥
専
修
大
学

大
学
院
事
務
課

Ｋ
Ｓ
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
係

☎
０
４
４
（
９

２
２
）
９
３
８
４

商
学
研
究
科
・
東
京
信
用
保

証
協
会
第
８
回
共
同
公
開
講

座「
中
小
企
業
の
国
際
戦
略
」

～
新
興
市
場
を
ど
う
開
拓
す

る
か
～

▽
日
時
∥
７
月
３０
日
（
土
）

１３
時
～
▽
会
場
∥
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
７
３
１
教
室
【
プ
ロ

グ
ラ
ム
】
▽
講
演
会
∥
「
台

湾
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
日
台
連
携
」
鹿
住
倫

世
商
学
部
教
授
／
「
躍
進
す

る
韓
国
企
業
の
戦
略
」
石
田

賢
氏
（
日
本
サ
ム
ス
ン
㈱
元

顧
問
、
エ
ム
ア
イ
総
研
代

表
）


・
□申

東
京
信
用
保
証
協

会
企
画
部
広
報
課
☎
０３
（
３

２
７
２
）
３
０
８
９
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

本
書
は
、
技
術
進
歩
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
い
う
市
場
の
力
が

日
本
の
所
得
格
差
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
実

証
的
に
分
析
し
た
研
究
書
で
あ

る
。１

９
９
０
年
代
末
か
ら
日
本

で
深
刻
化
し
て
い
る
所
得
格
差

拡
大
の
直
接
の
原
因
は
長
期
不

況
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
背

後
に
は
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
進

歩
、
新
興
国
と
の
貿
易
に
代
表

さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う

構
造
的
要
因
が
あ
る
、
と
い
う

の
が
本
書
の
ス
タ
ン
ス
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
要
因
は
先
進
国
に

共
通
の
要
因
で
あ
り
、
米
国
で

は
既
に
８０
年
代
後
半
か
ら
所
得

格
差
の
拡
大
は
深
刻
化
し
て
い

た
。
日
本
の
労
働
市
場
に
お
い

て
も
基
本
的
に
同
様
の
要
因
が

働
い
て
い
る
が
、
日
本
で
の
影

響
の
現
れ
方
は
米
国
と
同
じ
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
ど
が

分
析
さ
れ
て
い
る
。
（
東
京
大

学
出
版
会
・
本
体
価
格
４
８
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
さ
く
ら
い
・
こ
う
じ

ろ
う
）
経
済
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
日
本
経
済
論
」。

公
開
講
座
情
報

国
際
経
済
学
科

公
開
講
座

▲ 「福岡事件」の資料も展示

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
経
済
を
展
望

市
場
の
力
と

日
本
の
労
働
経
済

技
術
進
歩
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
格
差

元死刑囚の日記朗読や講演

「冤罪・福岡事件真相究明キャンペーン」

▲ 「福岡事件」真相究明書を手にす

る古川さん（右）と矢澤教授（左）

櫻
井

宏
二
郎
著

自
然
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

「
脳
・
こ
こ
ろ
・
言
葉
」
を

テ
ー
マ
に
脳
を
科
学
す
る

７
月
か
ら
第
５３
回「
育
友
会
支
部
懇
談
会
」

被
災
地
で
は
「
修
学
支
援
相
談
会
」
を
開
催

育友１２６号刊行

（２）２０１１年（平成２３年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９０号


